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1 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ １０ 

髙木 

亜希子 

議員 

１．新教育長の基本的な考えと現状認識について 

（１）新教育長として、令和８年度におけるうきは市

の教育行政について基本的な考えを伺う。 

（２）本市の場合、教育振興基本計画によると令和６

年度の不登校児童・生徒数が、1000人あたりに換算

すると小学校 11.5人、中学校 94.1人となっている。

全国値が小学校 23.0人、中学校 67.9人であること

から、全国と比較しても非常に大きく上回っている

状況にある。特に中学校進学後に著しく増加してい

るが、教育長としてこの不登校児童生徒への対応に

ついて、どのように認識されているか伺う。特にフ

リースクールなどの「第３の居場所」についての見

解を伺う。 

（３）教職員の働き方に少なからず影響があると考

え、「部活動地域展開」の進捗状況と「コミュニティ・

スクール導入」に対する今後の方針を伺う。 

 

２．今後の災害への備えに対する考えについて 

（１）今年に入り各地域で渇水による井戸水の枯渇や

水質悪化が報告されている。本市では、コミュニテ

ィセンターや公民館等も避難所となっている。災害

が発生した場合は避難者の方々の生活用水となる

ので、水質の担保は必須だと考える。これらの施設

の水質等について、現状は把握されているのか。ま

た、何か課題がある場合についての対応は取られて

いるのか伺う。 

（２）防災無線についての考えであるが、若者世代・

子育て世代においては使用していない世帯も多く

なっている。LINE配信や防災アプリなども充実して

きている中、緩やかに縮小していく段階にあるので

はないかと考えるが見解を伺う。 
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市長 

 



第４回うきは市議会一般質問通告書 

令和８年６月１２日 

2 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ １０ 

髙木 

亜希子 

議員 

３．浮羽究真館高校支援の補助事業について 

  昨今、全国の高校で、ネットトラブルやいじめな

ど人間関係のトラブルが報道されている状況にあ

る。本市が現在行っている浮羽究真館高校支援のた

めの補助事業が２つあるが、該当するような事案を

生徒が行った場合の措置について、要綱では記載が

見受けられない。一例であるが、日本学生支援機構

では、奨学生としての適格性を保ち続ける必要があ

ると明示されている。適格認定の要素として停学や

訓告、その他懲戒処分を受けた場合、「廃止」や

「停止」となる。市としてそのような措置を加える

考えがあるか、見解を伺う。 

 

市長 

２ ３ 

德永 

真理子 

議員 

１．出生届のオンライン化について 

 国は「令和８年度を目安に、各種申請においてのオ

ンライン化の環境整備を進める」と方針を出してい

る。その中で、出生届についての本市の取組や進捗状

況を伺う。 

（１）福岡県内でいうと、大規模都市である福岡市と、

そうでない添田町が取り入れている。これは、大都

市にしかできない、ということにはならないように

思える。また、本年４月にはデジタル推進室を新設

しているが、本市としてはどのように進めていくつ

もりか市長の見解を伺う。 

（２）令和５年１０月に本市職員が、直方市へＤＸ研

修に行っているが、どのような研修を受け、どのよ

うな成果が得られたのか伺う。 

（３）本市でも出生届のオンライン化が進めば、その

後の「乳児健診」や「予防接種」における問診票の

デジタル化にもつながるため、保護者が何度も同じ

事柄の記入を繰り返さずに済む手軽さと、予防接種

に関わる紙媒体の券がなくることにより利用者も

市の職員も紛失や煩雑さが軽減されると考えるが、

市長の見解を伺う。 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

２ ３ 

德永 

真理子 

議員 

２．義務教育学校新設における立ち上げ組織につい 

 て 

  現在、学校再編に向けてハード面、またソフト面

において協議と準備がなされていると聞いている。 

そこで、開校に向けた委員会の構成メンバーについ

てお尋ねする。特に、カリキュラムなどのソフト面

においての人員はどのような委員会構成をお考えか

伺う。また委員には、地元の学校の管理職だけでな

く、是非とも、各小中学校の教務主任クラスといっ

た、現場で子供たちと直に関わり、かつ教育制度や

地域の目指す子供像に見合った教育内容を構築でき

る人員の配置をお願いしたいが、教育長の見解を伺

う。 

 

教育長 

３ １２ 

野鶴 

修 

議員 

１．中山間地域の活性化対策について 

（１）３月の一般質問で、「つづら棚田をどう保存して

いくのか」について質問を行ったが、具体的な回答

は得られなかったと思っている。このつづら棚田を

含め、中山間地域の活性化に対し市長はどのように

考えているのか。中山間地域活性化の具体策や案は

あるのか伺う。 

（２）中山間地域の活性化を図るため、新たな施策と

して「アルベルゴ・ディフーゾ」という取組につい

て、前回の一般質問で指摘したと思うが、このこと

について調査・検討は行ったのか。行っていなけれ

ば、再度今後検討する考えはあるか、市長の見解を

伺う。 

（３）昨年度において、山村地域振興基金はなくなっ

た。その時にも、やはり中山間地を活性化させてい

くためには、予算の確保は必要であると言ってきた

ところである。このことについて、再度市長の見解

を伺う。 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

３ １２ 

野鶴 

修 

議員 

２．うきは市の農業の新たな新規農作物の導入検討 

について 

（１）昨年９月の一般質問で、柿等に代わる新規農

作物として、柑橘類の導入について調査・検討を

行うように要望をしてきたが、その後の検討結果

はどうなったのか。市は本気で５年、１０年後の

うきは市の農業について考えているのか。市長の

考えを伺う。 

（２）農家が新たな農作物の導入を検討した場合、

これらの推進に対しうきは市独自で補助金を出す

ことを検討できないか、市長の見解を伺う。 

 

市長 

４ ２ 

飯田 

雅弘 

議員 

１．うきは物産低温倉庫（浮羽究真館高校東側）西側・ 

北側水路について 

2023年の大雨により水路が氾濫し、近隣住宅にお

いて床下浸水などの被害が発生した。今後の水害対

策に向け、市としてどのような対策や取組を行って

いく考えなのか伺う。 

 

２．地域住民の声の把握と市政への反映について 

  市において、地域住民の声や地域課題を把握する

ためにどのような仕組みづくりや取組を行ってい

るのか。また、把握したそれらの声や課題を市政へ

反映するために、どのような運用・体制をとってい

るのか、現状および市長の考えを伺う。 

 

３．うきは市子育て見守りおむつの定期便について 

  現在、「うきは市子育て見守りおむつの定期便」

は、生後 2か月から満 1歳の誕生月までを対象とし

て毎月配達されている。なぜ 1歳の誕生月までを対

象としているのか、その理由を伺う。また、子ども

によっては 2歳を過ぎてもおむつを使用しているケ

ースも多いと聞くが、対象年齢の延長について、市

長の見解を伺う。 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

４ ２ 

飯田 

雅弘 

議員 

４．オンデマンドバスのるーとうきは運用について 

  現在、「のるーとうきは」は予約制で運用されて

いるが、利用するためには電話、専用アプリ、

LINE などによる事前予約が必要となっており、高

齢者をはじめ、スマートフォン操作や予約手続に

不慣れな方からは、「利用方法が難しい」「もっと

気軽に利用したい」「自分のペースで乗車したい」

といった声もある。また、電話予約についても受

付時間や受付日が限られている状況である。こう

した利用者の利便性向上の観点から、従来の巡回

型バスのような時刻表に沿った運行を検討する考

えはないのか伺う。 

 

市長 

５ ５ 

今村 

清 

議員 

１．人口減少対策について 

（１）定住人口対策について 

  うきは市の人口は、合併時の34,101人から26,710

人と、7,391人（対比 78.33％）も減少している。人

が移住を検討する際に最も重視するのは「住む場

所」と「働く場所」だと考える。空き家の活用状況

等を含め、定住人口を増やすための施策について伺

う。 

（２）山間部の人口減少と支援拡大について 

  市内全域で人口減少が進む中で、平野部と山間部

では減少率の差が大きく、人口の偏在が顕著となっ

ている。特に山間部では急激な人口減少により、森

林や農地の荒廃、廃棄物の不法投棄等が懸念され、

このままでは、良質かつ豊富な地下水源の確保は困

難になりかねない。「水を引く市ではなく水を守り

育てる市」を標榜するのであれば、市の面積の約 5

割を占める森林や農地を適切に維持管理していく

ことが重要である。広大な面積の維持管理を少数の

地元住民だけで行っていくことには限界があると

考える。公助・共助等、山間部への支援を更に進め

るべきではないかと考えるが、市長の見解を伺う。 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

５ ５ 

今村 

清 

議員 

（３）国土交通省のコンパクトシティ政策に対する

見解について 

  国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来

人口推計人口」（平成 24年 1月推計）では、我が

国の 2100年の人口は中位推計で 4,959万人とされ

ている。地域の持続可能性については中長期的な

視点が必要であり、国土交通省の「コンパクトシ

ティ政策」は地方都市の行政目的を実現するため

の有効な政策手段だと考える。コンパクトシティ

政策に対する市長の見解を伺う。 

２．中学校部活動の地域展開の市の取組状況につい 

 て 

  スポーツ庁は、「従来、中学校内の人的・物的資

源によって運営されてきた部活動を広く地域に開

き、地域全体で支えていく。」という方針の下、中

学校部活動から地域クラブ活動への転換を図る方

向である。運営・実施主体がどのように変わろう

とも、引き続き生徒が持続的により良いスポー

ツ・文化芸術活動に取り組める環境を整備するこ

とが何よりも重要と考える。福岡県でも令和 8年

度から 10年度までを改革実行期間（前期）と位置

付けており、うきは市の取組状況について伺う。 

 

３．児童生徒の安全確保等について 

（１）登下校時の交通安全について 

  八女香春線の交通量増加、特に大型車の通行が

増えている中、登下校時の交通安全確保はどのよ

うになっているか伺う。 

（２）防犯カメラの設置状況と今後の計画について 

  うきは市では市民に広く開かれた学校づくりを

進めてきており、市民が体育館等の学校施設を利

用することも多い。一方、全国各地では小中学生

を対象にした凶悪事件の発生や不審者情報等も増

えている。小中学校における防犯カメラの設置状

況はどうなっているのか。また、設置する計画が

あるのか伺う。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

６ ４ 

須山 

聡美 

議員 

１．小中学校トイレにおける生理用品配備について 

（１）現在、市内の小中学校トイレには生理用ナプ

キンが配備されていない状況である。生理用品は

女子児童生徒にとって安心して学校生活を過ごす

うえで必要不可欠なものであると考える。このよ

うな状況の中で女子児童生徒が学校生活を過ごし

ていることについて、どのように認識されている

か伺う。このことは、貧困対策という面も含めて

人権の視点で検討することが必要と考えるが、市

長の見解を伺う。 

（２）現在は保健室に生理用品を配備していると聞

いているが、以下の２点について、どのように認

識されているのか伺う。 

１. 保健室配備としている理由 

２. トイレ配備と比較した際のメリット、デメ

リット 

（３）民間調査では、小中学生の多くが「授業中に

トイレへ行きづらい」「突然の生理で困った」な

ど、生理に関する困りごとを抱えているという調

査結果が示されている。教育委員会として、こう

した子どもたちの現状について把握されているの

か伺う。 

（４）子どもたちの安心につながる取組として、今

後、児童生徒の声を聴きながら、小中一校ずつ

（小学校は高学年用トイレから）試験的導入を行

ってみてはどうかと考えるが、教育長の見解を伺

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

７ ６ 

石井 

孝幸 

議員 

１．文化、スポーツ施設について 

  うきは市には様々な施設があり、管理運営され

ていると思うが、統廃合が進んでいない施設や老

朽化等による更新時期を過ぎている施設が見られ

る。 

（１）統廃合施設として、かわせみホールとその敷

地を今後どのようにするのか伺う。 

（２）統廃合施設として、浮羽歴史民俗資料館、吉

井歴史民俗資料館、金子文夫資料展示館等をどの

ように統廃合するのか伺う。 

（３）老朽化等により更新が必要と思われるスポー

ツアイランド、浮羽体育センター、吉井体育セン

ターなどのスポーツ施設の今後の在り方を伺う。 

 

２．旧東高校跡地について 

  旧東高校跡地については、ルリーロ福岡に 20年

間の無償貸与することになっており、既に３年目

に入った。公式戦ができるスタジアムの建設等の

整備が一向に進んでいない状況である。 

（１）ルリーロ福岡が示したガーデンパーク構想の

実現に向け、市がもっと関与すべきではないかと

考えるが、市の見解を伺う。 

（２）校舎や体育館等の取壊しが大きな課題だと思

う。また校舎側付近では樹木が生い茂り、環境的

にも悪い状況である。ルリーロ福岡とうきは市で

解決していかなければならないと考えるが、市の

見解を伺う。 

 

３．都市計画について 

  うきは市は、平成 20年に平野部が準都市計画区

域に指定されている。近隣の状況を考慮し、都市

計画区域を目指していると考えるが、以下２点に

ついて伺う。 

  １.うきは市における都市計画の概要と進捗状況 

  ２.都市計画区域に指定されたらどのように変わ 

るのか 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 



第４回うきは市議会一般質問通告書 

令和８年６月１２日 

9 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

８ ７ 

中嶌 

崇秀 

議員 

１．うきは市におけるこどもの権利擁護の取組につい 

 て 

（１）2023年 4月 1日に内閣府の外局として「こども

家庭庁」が発足し、子どもアドボカシーが広く浸透

するような仕組みづくりが進められてきた。うきは

市においても今年度新たにこどもみらい課を創設

し、手厚い取組が進められようとしている。そのよ

うな中で、ヤングケアラー問題について、これまで

どのように取り組まれ、対象児童生徒の把握・課題

解決へとつなげてきたのか伺う。 

（２）子ども期の不遇な境遇により心に傷を負い、成

人になっても苦しみ続けると言われる ACEサバイバ

ー(逆境的小児期体験)については、対象児童生徒の

把握及び家庭へのアプローチ等、どのように取り組

まれているのか、関係機関との連携状況も含めて伺

う。 

（３）子どもの課題に係る専門職として、子どもアド

ボケイトの配置が必要と思うが、現在の配置状況に

ついて伺う。 

 

２．ふるさと大使の周知について 

  うきは市では著名な方にふるさと大使に就任い

ただいているが、任期３年ということもあり、全て

のふるさと大使を認知している市民は多くないと

思われる。うきは市のために尽力していただいてい

るふるさと大使を、もっと広く市民へ認知してもら

うため、広報誌等で定期的に紹介するなどの周知を

図ってはどうかと思うが、市長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

８ ７ 

中嶌 

崇秀 

議員 

３．介護保険事業における介護職員の確保及び訪問介

護事業について 

（１）うきは市の高齢化率も年々上昇する中、これか

らの介護事業を担う職員不足は深刻な状況と言え

る。介護職員はこれからのうきは市においても、エ

ッセンシャルワーカーとして大変重要な職務であ

り、その人材確保は必須である。そのためにも関係

機関等と連携した取組が必要だと思うが、市長の見

解を伺う。また、既に行っている取組があれば、そ

の内容についても伺う。 

（２）国の報酬改定後、全国的に訪問介護事業所が減

少傾向にあり、在宅介護を支える訪問介護事業所が

１か所もない空白自治体と呼ばれる自治体が増え

ている。うきは市では、自宅に訪問し身体介護等を

行う訪問介護事業所が数か所あるが、その現状につ

いてはどのように把握しているのか伺う。また、空

白自治体にならないための今後の取組についても

伺う。 

 

市長 

９ １ 

吉瀬 

晋太郎 

議員 

１．不登校児童の現状の認識と今後の具体的対策につ 

いて 

（１）過去３年間の小中学校における「児童生徒の不

登校数」が増加している実態の受け止めと、その要

因についてどのように分析しているか伺う。 

（２）適応指導教室「キーノート」や、社会福祉協議

会によるサポートへの過去３年間におけるそれぞ

れの「実際の利用登録・通所者数」、及び具体的な「対

応状況」について伺う。あわせて、こうした支援機

関を現在「利用していない（繋がっていない）」不登

校児童生徒及び保護者に対する対応はどのように

行っているか伺う。 

（３）不登校児童生徒の平日日中の過ごし方、民間サ

ービスの利用状況や、保護者が抱えるニーズの把握

を行っているか伺う。 

 

 

 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

９ １ 

吉瀬 

晋太郎 

議員 

（４）他自治体においては民間事業者に委託をし、保

護者のニーズに沿った個別最適な学びの場の提供

が始まっている。本市においても不登校児童生徒数

は増加傾向にあり、保護者の選択肢を増やす取組が

必要と考えるが、今後民間委託を進める考えがある

か伺う。 

（５）先の３月議会で「検討する」と答弁された市外

フリースクール通学者への支援金について、進捗と

制度設計の目処について伺う。 

 

２．ふるさと納税寄附額の減少要因分析と今後の対応

について 

（１）各年度の寄附額及び寄附件数の「当初目標値」

はどのような積算根拠に基づいて設定されている

のか伺う。 

（２）「新規商品登録数」及び「体験型返礼品数」につ

いて、令和６年度から令和７年度にかけての登録数

と現状について伺う。あわせて、昨年度は猛暑によ

る農作物不作のため寄付額が大幅減額となったと

聞いている。対策の一つとして「体験型返礼品」を

増やしてはどうかと考えるが市長の見解を伺う。 

（３）市が委託している中間事業者が毎年変わること

が農家の心理的負担になっていると伺った。農家の

心理的・事務的ハードルを解消するためにも、中間

事業者とは複数年契約を行ったほうが良いと考え

るが、市長の見解を伺う。 

（４）本年４月に「ふるさと納税推進係」が新設され

た。係内の１つの事業としての扱いから新たに係を

新設されたということは、市長の強い思いがあると

拝察した。今後の展望について市長の考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１０ ９ 

末金 

良幸 

議員 

１．自主防災組織における防災意識の向上について 

  近年、災害の激甚化が進む中、地域における自主

防災組織の役割はますます重要となっている。しか

し、地域間で活動状況に差があり、担い手不足や平

時の意識向上の難しさが課題となっている。 

（１）市として、自主防災組織の現状(活動状況、課題、

担い手の状況)をどのように把握しているか伺う。 

（２）平時からの防災意識向上に向け、研修・伴走支

援、若い世代の参画促進など、どのような取組を行

っているか、また今後の方針を伺う。 

（３）防災士資格取得支援を行っているが、ほかに情

報通信技術を活用した情報共有など、地域の防災力

向上に向けた新たな支援策を検討しているか伺う。 

（４）防災関連で、浸水が常態化している地域への対

応はどのように行っているのか伺う。 

 

２．自治協議会と地域計画の見直しについて 

  平成２６年に公民館から自治協議会へ移行して

１２年が経過した。この間、人口構造や地域課題は

大きく変化し、当時策定された地域計画が現状に合

わなくなっている地域もあるのではないかと感じ

る。 

（１）市として、この１２年間における自治協議会の

成果と課題をどのように評価しているか伺う。 

（２）当初、地域計画は自治協議会ごとに自ら策定し

ているが、見直しについても各自治協議会に任せる

のか。また、自治協議会への支援体制をどのように

強化していくのか伺う。 

（３）役員の高齢化・固定化・事務負担の増大など、

担い手不足への対応として、事務局機能強化やデジ

タル化による負担軽減などの取組を検討している

か伺う。 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１０ ９ 

末金 

良幸 

議員 

３．新規就農者の現状把握と農業後継者への支援につ 

いて 

  中東情勢の緊迫化により、肥料・飼料・燃料など

の資材価格が高騰し、特に施設園芸農家では経営継

続が困難な状況が生じている。一方で、新規就農者

は一定数いるものの、定着率や経営安定には課題が

多い。 

（１）市として、新規就農者の人数・定着率・課題を

どのように把握しているか伺う。 

（２）施設園芸燃料をはじめとする資材価格高騰に対

し、市としてどのような支援策を講じているか、ま

た今後の対応方針について伺う。 

（３）大口農家や担い手農家を含む農業後継者への支

援について、市としてどのように強化していくのか

伺う。 

（４）中長期的に農業を持続可能な産業として維持す

るための市のビジョンがあれば伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

１１ １１ 

佐藤 

裕宣 

議員 

１．市議会議員選挙の総括について 

  ４月２６日投開票の市議会議員選挙において、後

援会活動、また選挙活動について、住民からの問い

合わせや、苦情等があったと思うが、以下４点につ

いて伺う。 

 １.どういった内容のものがどれくらいあったのか 

 ２.どういった対応をされたのか 

 ３.問題があったとして、再発防止のための取組は 

 ４.前回まで行われていた同じ会場での個人演説会

が今回はなかったが、必要性についての市長の見

解 

 

２．消防団見舞金について 

  吉井町域では、消防団への見舞金がこれまでの年

間一戸当たり１，０００円から２，０００円となっ

たが、このことについての市長の見解を伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 



第４回うきは市議会一般質問通告書 

令和８年６月１２日 

14 

質問 
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番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１１ １１ 

佐藤 

裕宣 

議員 

３．子育てにやさしいまちづくりについて 

（１）一般論としては分かるが、具体的にどういった

施策を行うのか伺う。 

（２）その目的と効果検証を行ったか伺う。 

 

４．物価高騰と資材不足について 

（１）今後、市内の経済に与える影響について市長の

見解を伺う。 

（２）西隈上団地建設工事、義務教育学校新設にどう

いった影響を及ぼすか、今後の見通しについて市長

の見解を伺う。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

市長 

 


